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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
緊
急
事
態
宣
言
が
21
都
道
府
県
に
発
令
中

で
、
生
保
内
小
・
中
学
校
、
角
館
小
学
校
が
休
校
と
な
っ
て
い
る
。（
９

月
７
日
現
在
）
市
内
の
感
染
者
は
、
推
定
で
約
50
名
と
な
り
、
今
後
の

感
染
拡
大
が
懸
念
さ
れ
る
。
そ
の
中
で
、
感
染
拡
大
の
切
り
札
と
な
る

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
対
策
に
つ
い
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進
室
長
の
清
水
洋
衛
さ
ん
に
お
聞
き
し

た
。

　

ワ
ク
チ
ン
は
第
４
ク
ー
ル
（
集
団
接
種
最
終
）
ま
で
確
保
し
て
お
り
、

10
月
30
日
に
終
え
る
予
定
で
あ
る
。
接
種
状
況
は
、
65
歳
以
上
の
方
の

88
％
が
終
了
し
て
お
り
、
12
歳
以
上
の
全
市
民
の
８
割
が
終
え
る
。

　

接
種
後
の
副
反
応
で
は
会
場
内
で
倒
れ
た
方
が
今
ま
で
２
～
３
名
。

痛
み
が
残
っ
た
、
熱
が
上
が
っ
た
と
い
っ
た
方
が
多
か
っ
た
。
迅
速
に

対
応
し
た
。

推
進
室
ス
タ
ッ
フ
は
23
名
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予
約
に
４
名
の
計
27
名

で
あ
る
。

　

一
般
的
に
は
６
割
接
種
さ
れ
れ
ば
集
団
免
疫
効
果
が
表
れ
る
と
さ
れ

て
お
り
、
今
後
も
収
束
に
向
け
て
、
医
師
・
看
護
師
・
医
療
ス
タ
ッ
フ

と
連
携
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い
。
デ
ル
タ
株
に
よ
る
感
染
拡
大
も
予

測
さ
れ
る
の
で
、
油
断
せ
ず
、
マ
ス
ク
・
三
密
・
手
指
消
毒
の
励
行
を

し
て
、
ウ
イ
ル
ス
を
抑
え
込
ん
で
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

【
取
材
後
記
】

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
、
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
る
姿
勢
を
伺
う
事
が

出
来
た
。
無
事
故
で
終
了
し
、
一

日
も
早
い
日
常
活
動
の
再
開
と
観

光
・
経
済
活
動
の
賑
わ
い
を
取
戻

し
て
頂
き
た
い
こ
と
を
願
う
も
の

で
あ
る
。

（
熊
谷
一
夫
記
）

　

市
長
の
４
期
目
の
不
出
馬
宣

言
下
で
の
８
月
定
例
議
会
。
一

般
質
問
は
、
こ
れ
ま
で
門
脇
市

政
12
年
間
の
評
価
や
、
や
り
残

し
た
点
な
ど
、
次
に
つ
な
が
る

内
容
が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
答
弁
に
よ
っ
て
は
、
質

問
者
か
ら
、「
ま
だ
ま
だ
や
る
気

が
あ
る
の
で
は
」
と
笑
み
を
誘

う
よ
う
な
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。

門
脇
市
長
の
行
政
の
連
続
性
を

根
幹
に
据
え
た
税
の
問
題
へ
の

対
応
、
予
期
せ
ぬ
自
然
災
害
、

人
身
事
故
等
へ
の
対
応
が
印
象

深
く
残
っ
て
い
ま
す
。

　

一
つ
の
駒
が
動
く
こ
と
に
よ

り
、
い
く
つ
も
の
駒
が
動
く
こ

と
を
目
の
当
た
り
に
し
た
昨
今
、

議
会
の
議
員
構
成
に
も
変
化
が

生
じ
ま
す
。「
目
線
は
ど
こ
に
。

主
人
公
は
誰
か
。」
の
問
い
か
け

を
忘
れ
ず
、
こ
れ
か
ら
も
精
進

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

次
期
定
例
議
会
の
光
景
は
、

未
知
で
す
が
、
仙
北
市
の
更
な

る
発
展
に
議
論
を
深
め
た
い
思

い
は
共
通
し
て
い
る
と
確
信
し

ま
す
。

（
平
岡 

裕
子 

記
）

編
集
後
記

　９月 17 日に第５回臨時会が開催され、令和２年度にコロナ禍により減収となった事業者を支援する、仙北市経
営維持支援金給付事業などを盛り込んだ令和３年度一般会計補正予算 ( 第６号 ) が審議され、賛成多数で可決され
ました。また、県議会議員の補欠選挙に立候補する髙橋豪議員と田口寿宜議員から辞職願が提出され、本会議で許
可されました。
■第５回臨時会における一般会計補正予算(第6号)の内容

秋田県議会議員補欠選挙費 1,523万円 10/1 告示、10/10 投開票の県議会議員補欠選挙費用

仙北市経営維持支援金給付事業費 1億257万円 20 年度の売上が 18 年度より 20％以上減少の事業者に 10 万円給付

仙北市学校給食応援事業費 443万円 小・中学校の給食費を 11/30 まで無料にする費用

◆仙北市経営維持支援金給付事業は、2020 年度 ( 昨年度 ) の売り上げが 2018 年度と比較して、20％以上減少し
た市内事業者に支援金として 10 万円支給します。業種は問いません。（但し、農家は青色申告者が対象です。）

◆小・中学校の給食費無料については、6 月補正予算で、7 月から 10 月まで無料にしましたが、コロナ感染防止
対策で休校した学校があったことから、１ヶ月間、無料期間を延長しました。

■議員から、経営維持支援金について、コロナの影響による、今年度の生産者米価の大幅な下落に対する農家の
支援を検討しているのかとの質疑があり、当局から、国、県の動向も見て検討したいとの答弁がありました。

■髙橋豪議員、田口寿宜議員の辞職に伴う常任委員会の異動
【 議 会 運 営 委 員 会】　委員長　小木田　隆　　　副委員長　真崎　寿浩　　　委員　武藤　義彦
【総務文教常任委員会】　委員長　高橋　輝彦　　　副委員長　武藤　義彦

一般会計補正予算 ( 第 6 号 )　補正額１億 1,337 万円を可決　累計 215 億 8,492 万円に

第５回臨時議会開催される（9月17 日）

■ワクチン接種会場
　( 角館交流センター )
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